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１．ベトナム語を学んだ外国人	
  
	
  Alexandre	
  de	
  Rhodes


・フランス人宣教師


・１６２５年に渡越。１０歳前
後の少年からベトナム語
を習う


・１６５１年に越・葡・羅辞典
Dictionarium 
Annamiticum 
Lusitanum et Latinumを
刊行


・ローマ字表記ベトナム語に
よる最初の辞典







⇒幾度の文字改革、正書
法の変更を経ても、今
なお使用されている
ローマ字表記ベトナム
語chữ quốc ngữの創
始は外国人による 







２．現代のベトナム語教育


・国内ではおもに２拠点　	
  



ハノイ国家大学社会科学
人文大学ベトナム学・
ベトナム語学部


ホーチミン市国家大学社
会科学人文大学ベトナ
ム学部




（１）北部でのベトナム語教育史


・１９５６年、ハノイ総合大
学直属の「ベトナム語
組」として、ベトナムの
友好国の人士にベトナ
ム語、ベトナム文化を
享受することを主たる
任務としてスタートする。 


・初期の留学生には後の
李浩・駐越北朝鮮大使
など。 







・１９６８年１２月、「ベトナム
語組」を基礎として、「ベト
ナム語科」が設立される。
大学教育の一環として、
正式にベトナム語、ベトナ
ム語文化を教授する。 


・教授陣はベトナムの言語
学者が中心で、主として
研究者養成。また、社会
主義諸国の外交官（ベト
ナム専門官）養成も。ア
ルテニ・駐越ルーマニア
大使など。 




・１９９５年、「外国人のた
めのベトナム語、ベトナ
ム文化学部」に名称変
更する。 


・１９９９年、外国人向けに
学士教育を実施する許
可が出る。 




•  ２００８年、「ベトナム学
およびベトナム語学部」
に名称変更する。	
  

•  「ベトナム人のためのベ
トナム学コース」と「外
国人のためのベトナム
学コース」の２コース制
となる。 






（２）南部におけるベトナム語教育史


•  １９７５年の南北統一以
前の、旧ベトナム共和
国（南ベトナム）におけ
るベトナム語教育事情
の調査は今後の課題
（かつ喫緊の課題）。	
  

•  しかし、本件研究から
は若干外れるところ。 






•  １９９０年、ホーチミン市
総合大学に「ベトナム
および東南アジア研究
センター」が開設される。	
  

•  社会主義陣営のみなら
ず、アメリカ、日本、韓
国などからも研究留学
生、語学留学生を受け
入れ始める。 




•  １９９８年１２月、同研究
センターの「ベトナム語・
ベトナム文化部門」を基
礎に、「ベトナム学部」が
開設される。	
  

•  学部内には「言語学およ
び外国人向けのベトナム
語部門」、「ベトナム文学
部門」、「ベトナムおよび
東南アジア歴史文化部
門」の３部門がある。 


•  学部の主たる教育任務
は、外国人学生を対象と
した学士課程の運営、世
界各国からの短期プログ
ラム受入れ、外国人を対
象とした修士課程。	
  

	
  





•  短期プログラムで入学
する学生は、世界４８か
国から、延べ３０００人
を超えた。	
  

•  ８週間、１年、２年など。
学部が定期的に開講
するコース（４０時間、８
０時間、１６０時間）に合
わせて渡越する学生、
そのほか協定大学向
けのテイラーメイドプロ
グラムなど。 




•  大学院は開設４年目。
すでに１００名を輩出。	
  

•  定員は６０名、内訳４０
名が外国人学生、２０
名は韓国の大学との２
＋２プログラム。２０１４
年からベトナム人学生
を受け入れる。 






（３）２大拠点以外の、ベトナム国内の状況


北部	
  
ハノイ外国語師範大学、
ハノイ大学、ハノイ師範
大学、ベトナム学院（研
究所）の４か所。ただし、
ほとんどは中国人留学
生。中国政府派遣の留
学生、研究留学生。 




中部	
  
クイニョン市のクイニョン
大学にラオス人学生向
けのベトナム語セン
ターがある。ベトナム政
府の対ラオス支援の一
環。（←ここは興味深い。
現場視察したいが、外
国人研究者の視察をや
んわりと、しかし断固と
して拒絶）




（４）国外の状況


•  日本では１９６４年に東
京外大に、１９７８年に
大阪外大にベトナム語
専攻が開設される。 


•  韓国では、韓国外国語
大学、中央大学、プサ
ン外国語大学などにベ
トナム語専攻が開設さ
れ、ベトナム語教育が
盛ん。 




•  韓国におけるベトナム
に関する興味関心の度
合いは日本よりも高い。
また、中小、零細、家族
経営の企業もベトナム
進出するので、ホーチミ
ン市在住の韓国人は１
０万人。在留日本人の
１０倍以上。 


•  よって、ホーチミン市国
家大学の留学生、正規
課程学生もほとんどが
韓国人。 




•  母音、末子音などが
「豊かな」ベトナム語は、
やはり韓国語母語話者
に学びやすいことも一
因。 




•  ビロード革命以前の東
ヨーロッパでは、旧東ド
イツ、ポーランド、チェコ
でベトナム語教育が実
施されていた。	
  

•  ポーランドのポズナン
大学、プラハのカレル
大学でも。カレル大学
では現在もベトナム語
教育、ベトナム研究あり。 




•  アメリカではハワイ大学、
ＵＣバークレイなど。ハ
ワイには約７０００人、
カリフォルニア州には１
００万人以上のベトナム
系住民がいる。 




•  在外ベトナム人の子弟
に対するベトナム語教
育は大きな問題。例え
ば、出国第１世代は主
として旧南ベトナムのベ
トナム語。	
  

•  語彙、正書法の違い
（いわゆる南部方言、
北部方言という方言差
ではなく、別の『国語』）。 


•  第２世代、第３世代に
とっては、家庭でのベト
ナム語と、一時帰国や
本国からの親族来訪で
「出会う」ベトナム社会
主義共和国のベトナム
語とのギャップ。 




•  ベトナムの言語学者た
ちが連携し、２種類の
教材シリーズを作成。
「楽しいベトナム語」シ
リーズは３レベル、それ
ぞれに教科書、指導用
資料、練習帳がある。 


•  ほかに「故郷・ベトナ
ム」シリーズがあり、お
もにオーストラリアで使
用されている。 




３．ハードは統一したものの、	
  
ハートの統一はまだまだ…


・ハノイ、ホーチミン市の２
校がそれぞれ独自に
「ベトナム語能力検定
試験」を実施


・南北統一の検定試験は
未整備、おそらく今後し
ばらくも無理


・教育訓練省（日本の文
部科学省に相当）は南
北統一を希望するも、
国家大学の理解を得る
ことができない 




今次聞き取り調査のまとめ 


（１）今次聞き取りはホーチミン市にて実施した。 


（２）正式名称は「ベトナム語認定試験」、２００６
年にスタート。２００７年には、社会科学人文
大学長を試験委員長とし、学部レベルの試験
から大学公認試験に。また、ベトナム学部の
学生以外にも受験資格を拡大する。 


（３）Ａ（初級）・Ｂ（中級）・Ｃ（上級）の３段階、隔
月第３土曜日に実施（年６回）。 







（４）毎年３００人程度が受験。試験制度開始以来
の合計受験者は約２０００人。 


（５）外国人が大学院修士課程に進学する場合に
は、Ｃレベル合格が入学要件。 


（６）ベトナム学部で使用する５冊組の教科書で、Ａ
レベルは第１巻終了ではちょっとキツいレベル、
Ｂレベルは第３巻終了、Ｃは教科書終了プラス
現実のベトナム語生活経験が必要。 


（７）合格率は公表されていないが、Ｃレベルでは
かなり低く、２０％未満と言われている。 







（８）本試験はベトナムの社会では認知度ゼロ。
しかし、在ホーチミン市の韓国人社会ではＢ
がビジネスレベルと言われている。よって、韓
国人はＢを目標としていて、実際にＣレベルま
では残らない。逆に、Ｃレベルまで頑張るの
は日本人。 


（９）試験問題は非公表。 




非公表と言われて下がるわけにはいかないので	
  
	
  

過去の受験者や試験実施当事者に	
  
内話を聞いてきました




受験者のコメント： 



＊Ａレベルにおいて 


•  リスニング（聞き取り、内容判定など５問×２
セット）


•  ただし、スピードはかなり速い。 

•  読解　４択問題

•  語彙文法　穴埋め 

•  作文　１０問（同じ意味で書き換え）




試験作成者の内話


•  ３レベルそれぞれに６種類の作題ストックあり。
つまり、７回目の受験で同じ問題が出てくる可
能性あり。	
  

•  時事的な問題（リスニング、読解）は入れ替え
る。 




素朴な問いかけ 


なぜ	
  
南北統一で	
  

試験ができないか




・研究者間の相互不信


・北部の研究者は「自分たちこそ正統派」


・南部の研究者は「自分たちが多くの学生を指
導していて、アメリカ、日本などとの交流も盛
んで、国際的標準を見据えて教育している」







・教育訓練省は「南北統
一で、ベトナムスタン
ダードを」と言っている。	
  

	
  
しかし、	
  
本気度は低い（現実問題
をよくご存知）。 







４．今後の課題


・本研究にとっての『今後の
課題』は畢竟『外国語とし
てのベトナム語教育』全
体の課題


・「何をどう教えるのか」「何
で測定するのか」という根
本問題の整理整頓


・外国での研究進展が、ベト
ナム人のハートの統一を
促進する可能性あり 




（田原スペシャル）	
  
現地事情をご紹介します
















カッコよくなったホーおじさん 




肥後銀行幹部研修旅行




次はカンボジア？ミャンマー？




ありがとうございました



